第44回自然災害科学総合シンポジウム

主　催：　文部科学省、京都大学防災研究所自然災害研究協議会

日　程：　平成19年9月27日（木）

場　所：　北海道大学工学部B31講義室

参加費：　無料
 9:00- 9:50　　受付
 9:50-10:00　　開会挨拶　　　　　　自然災害研究協議会　議長　岡田憲夫（京都大学防災研究所）
【シンポジウム企画】

（講演25分、質疑10分）　　　　　　　　　司会：　加賀屋誠一　（北海道大学）
10:00-10:35　　北海道の風水害（仮題）　　　宮島滋近  （北海道開発局河川計画課　河川企画官）
10:35-11:10　　北海道の地震災害（仮題）　　高井伸雄　（北海道大学大学院工学研究科　准教授）
【平成19年度科学研究費補助金・特別研究促進費による突発災害調査研究】

速報２件（講演25分、質疑10分）　　　　　司会：　吉田真吾　（東京大学）

11:20-11:55　　2007年能登半島地震の余震に関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者　金沢敏彦　(東京大学地震研究所　教授)
11:55-12:30　　2007年新潟県中越沖地震に関する総合調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者　岩崎貴哉　(東京大学地震研究所　教授)
【平成18年度科学研究費補助金・特別研究促進費による突発災害調査研究】　
成果報告３件（講演35分、質疑15分）　　　司会：　寶　　馨　（京都大学）

14:00-14:50　　2006年5月インドネシアジャワ島中部地震による被害に関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者　川瀬　博　(九州大学　教授)
14:50-15:40　　2006年台風13号に伴う暴風・竜巻・水害の発生機構解明と対策に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者　真木太一　(九州大学　教授、現・琉球大学)
15:50-16:40　　北海道佐呂間町で発生した竜巻による甚大な災害に関する調査研究報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者　田村幸雄　(東京工芸大学　教授)
16:45　　　　　閉会挨拶　　　　　シンポジウム実行委員会　委員長　加賀屋誠一　（北海道大学）
